
第14会場（マリンメッセ福岡B館�2F �会議室1）

⼟2025 7:30~8:3007.05

当⽇はスマートフォンのQRコード読み込みによりLINEアプリでAIを体験できます！

LLMの仕組みと緩和医療への応⽤、倫理的課題の紹介

LINEアプリによる模擬対話体験（緩和医療シナリオ）

参加者間で意⾒交換、現場での実践的課題と⽴ち位置を検討

イントロダクション（15分）

LLMとの対話実演（30分）

ディスカッション（15分）

スケジュール

AIの活⽤をあらたな「作業」として考える交流集会です。
ぜひご参加ください！

2025緩和医療学会交流集会

使いながら考える

AIの倫理とOccupat ional � just ice
登録番号：2021

※現地開催のみ・オンデマンド配信なし 

千葉⼤学 情報・データサイエンス学部 華井明⼦

近年、⽣成型⼤規模⾔語モデル（LLM）の進展により、
医療を含む多様な分野で活⽤が進んでいます。

特に緩和医療では繊細な感情のやりとりが求められ、
LLMの導⼊には慎重な検討が必要です。

本セッションではLLMの倫理的・実践的課題、感情を踏まえた対話の質の維持、
公平性や偏りリスクへの対応策について議論を⾏います。

参加者はLLMとの対話を体験し、実践的な可能性と限界を学びます。


